














ていたところ、2010 年 2 月～ 3 月にイタリア隊がロータル遺跡で調査をする情報を得て、そ
こに合流できないか、同年年 1 月ブジでの国際会議において長田教授（RIHN）・前杢教授（広
島大）が交渉にあたった。結果的に合同調査が許可され、宮内が同年 3 月 13 日～ 17 日に急遽































　先学による報告によれば (Rao 1979, 1985)、遺跡内での地質層序が概略記録されていて、氾濫















に対比されている（Prasad and Gupta 1999）。キャ
ンベイ湾での現在の平均潮位差は 8m に達する
ことを考慮しても、全体として隆起傾向であり、
平均的な隆起速度は 0.1mm ～ 1mm/ 年である。
ロータル遺跡は、 少なくとも 2000 年（暦年補正なしの C14 年代）より前に離水した MIS1 後期
の Holocene flat I を覆う氾濫水系網の中に立地し、標高 12m の氾濫堆積物上にある（図 1・図 3）。
この堆積物の下位、標高 6 ～ 7m には海成砂層・泥層が存在する（Rao 1979, 1985）ことから、

























2,AF-3）。AF-3 上の Loc.3 での掘削によれば、
表層地質は有機質泥層とラミナを伴う中粒砂



































る（Lambeck 1996）。同じ古環境 G の奥野淳一博士（国立極地研究所）によれば、最終氷期以
降の氷床融解によって増加した海洋水の効果をもとにマントルの粘性緩和に伴う地殻変動を計
算してみると、グジャラート地方は 2m ～ 6m の地殻隆起が過去 6000 年間に起こり、内陸部ほ
ど大きくなる傾向がある（図 11、Okuno、2010）。ロータル遺跡周辺でのハイドロアイソスタシー



















図 8　リトルランでの掘削地点 Loc.3 における
粒度分析
図 7　リトルランでの掘削と表層地質層序
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